
九。

法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一

考
察

大
谷
派

浦

道

雄

は
じ
め
に

法
然
教
学
に
お
い
て
念
仏
と
助
業
は
、
先
学
よ
り
常
に
論
じ
続
け
ら
れ
る
課
題
で
あ
る
。
法
然
の
助
業
観
に
つ
い
て
先
学
は
、
様
々

な
表
現
を
も
っ
て
そ
の
位
置
を
明
か
す
が
、
助
業
に
つ
い
て
、
念
仏
の
助
成
と
し
て
の
は
た
ら
き
を
ど
の
よ
う
な
形
を
も
っ
て
解
す
べ

き
か
常
に
課
題
と
な
る
。
そ
こ
で
重
要
な
の
は
、
法
然
は
ど
の
よ
う
な
立
場
に
お
い
て
助
業
の
は
た
ら
き
を
認
め
た
の
か
と
い
う
点
で

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
念
仏
の
加
行
と
し
て
往
生
業
因
と
し
て
の
は
た
ら
き
を
助
業
に
認
め
ら
れ
た
の
か
、
或
い
は
方
便
行
と
し
て
そ

の
は
た
ら
き
を
認
め
ら
れ
た
の
か
。
さ
ら
に
、
ど
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
方
便
行
で
あ
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
点
を
中
心
に
、
考
察
を

試
み
る
事
と
目
的
と
す
る
。

法
然
の
諸
行
観
、
特
に
助
業
に
つ
い
て
は
近
年
に
お
い
て
も
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
要
点
を
整
理
す
れ
ば
次
の
通
り

で
あ
る
。

藤
堂
恭
俊
は
『
法
然
上
人
研
究
』
で
「
雑
行
を
往
生
浄
土
の
実
践
体
系
の
な
か
に
組
み
入
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
雑
行
に
往
生
浄
土
の

行
と
い
う
任
務
・
役
割
を
与
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
」



安
井
唐
度
は
『
真
宗
七
祖
の
教
義
概
要
」
で
「
元
祖
も
や
は
り
諸
行
の
往
生
を
認
め
ら
れ
た
の
で
、
或
時
は
っ
本
願
の
念
仏
に
は
ひ

と
り
だ
ち
を
さ
せ
て
助
を
さ
さ
ぬ
也
、
助
さ
す
程
の
人
は
極
楽
の
辺
地
に
至
る
し
と
い
い
、
」

浅
井
成
海
は
『
法
然
教
義
よ
り
親
鷲
教
義
へ
の
継
承
と
展
開
』
で
「
廃
・
助
・
傍
の
二
一
義
の
中
で
説
く
助
成
、
傍
正
の
義
は
「
二
行

章
」
で
明
示
し
た
諸
行
廃
捨
の
立
場
よ
り
、
む
し
ろ
念
仏
一
行
専
修
を
成
ず
る
た
め
に
、
諸
行
の
働
き
を
み
と
め
て
い
く
主
張
が
一
不

さ
れ
る
。
廃
捨
さ
れ
た
諸
行
も
別
の
見
方
を
立
て
ば
、
同
類
の
助
業
、
異
類
の
助
業
と
も
念
仏
を
修
す
る
助
業
と
し
て
み
と
め
ら
れ

る
こ
と
を
示
す
。
あ
く
ま
で
も
廃
立
の
基
本
線
を
貫
き
な
が
ら
、
な
お
諸
行
に
種
々
の
理
解
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
く
の
で
あ

（

3
）
 る。」

平
雅
行
は
『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
」
で
「
選
択
本
願
念
仏
説
で
は
極
楽
往
生
を
望
む
行
者
に
と
っ
て
、
称
名
念
仏
が
唯
一
の
絶

（

4
）
 

対
価
値
的
行
為
な
の
で
あ
っ
て
他
の
一
切
の
行
は
往
生
行
手
段
と
し
て
は
全
く
無
価
値
に
な
っ
た
の
で
あ
る
o
」

他
に
も
、
諸
行
に
往
生
業
と
し
て
の
は
た
ら
き
を
認
め
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
多
く
の
論
証
が
な
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
次
の
二
点
を
中
心
と
し
、
念
仏
と
助
業
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

①
法
然
の
助
業
観
に
つ
い
て
、
五
番
相
対
の
中
「
不
回
向
回
向
対
」
に
依
り
考
察
を
試
み
る
。

②
法
然
は
助
業
に
つ
い
て
「
同
類
の
助
成
」
と
「
異
類
の
助
成
」
の
二
種
を
明
か
す
が
、
そ
の
助
成
性
に
つ
い
て
考
察
を
し
、
さ
ら

に
助
業
を
伴
、
つ
念
仏
者
と
正
定
の
業
の
念
仏
者
は
等
し
く
往
生
す
る
の
か
考
察
を
試
み
る
。

以
上
二
点
を
中
心
課
題
と
し
、
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
（
以
下
「
選
択
集
」
）
に
依
り
な
が
ら
助
業
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
考
察
を
試

み
る
。

法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一
考
察

九



法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一
考
察

九

一
、
正
雑
二
行

ま
ず
、
法
然
に
お
け
る
助
業
の
展
開
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
確
認
す
る
。
法
然
の
回
心
は

十
一
二
歳
の
時
で
あ
る
。
善
導
「
観
経
四
帖
疏
」
（
以
下
『
観
経
疏
」
）
の

一
心
専
念
弥
陀
名
号
、
行
住
坐
臥
、
不
同
時
節
久
近
、
念
念
不
捨
者
、
是
名
正
定
業
。
順
彼
悌
願
故
。

の
一
節
に
照
ら
さ
れ
、
自
ら
の
求
め
て
い
た
も
の
が
す
で
に
如
来
の
側
に
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
き
れ
た
の
で
あ
る
。
善
導

の
言
葉
に
よ
り
「
た
ち
ど
こ
ろ
に
」
（
『
十
六
門
記
』
）
余
行
を
捨
て
て
専
修
念
仏
門
に
入
っ
た
法
然
は
、
ど
こ
ま
で
も
善
導
に
依
り
な

が
ら
念
仏
一
行
を
顕
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
重
要
な
の
は
正
雑
二
行
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
然
は
善
導
に
依
り
な
が
ら
正
行
を
立

て
、
雑
行
を
廃
す
事
を
明
か
し
な
が
ら
も
、
助
業
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
部
分
が
残
る
。
法
然
に
お
け
る
正
雑
二
行
に
つ
い
て
考
察

す
る
前
に
、
善
導
に
依
り
正
雑
二
行
の
要
点
に
つ
い
て
確
認
を
す
る
。

普
導
は
「
散
善
義
」
深
信
釈
下
に
、
就
人
立
信
と
就
行
立
信
を
挙
げ
る
。
正
雑
二
行
は
、
就
行
立
信
に
明
か
さ
れ
る
実
践
行
論
で
あ

る
。
そ
の
丈
を
挙
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
源
空
聖
人
私
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
四

次
就
レ
行
レ
立
信
者
、
然
行
有
一
二
種
ι

也
。
了
心
専
読
諭
此
『
観
経
」
・
『
弥
陀
経
」
・
「
無
量
寿
経
』
等
」
一
心
専
一
注
思
一
一
想
観
四
察
憶
五
念
彼
国
二
報
荘
厳
、
若
札
叩
一

心
専
礼
一
彼
仏
、
若
口
称
即
一
心
専
称
一
彼
仏
、
若
讃
歎
供
養
即
了
心
専
讃
歎
供
養
、
是
名
為
レ
正
。

こ
こ
に
明
か
さ
れ
る
よ
う
に
、
読
謂
・
観
察
・
礼
拝
・
称
名
・
讃
歎
供
養
の
五
正
行
は
、
浄
土
三
部
経
の
中
で
も
特
に
「
仏
説
観
無
量

寿
経
』
（
以
下
『
観
経
』
）
に
説
か
れ
る
往
生
行
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
根
拠
と
な
る
の
は
、
善
導
の
『
観
経
」
観
で
あ
る
。

即
ち
、
「
観
経
』
に
釈
迦
の
教
（
要
門
）
と
弥
陀
の
経
（
弘
願
）
を
見
て
、
要
弘
二
門
と
し
て
そ
の
意
を
判
ず
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、

一
者
正
行
、

二
者
雑
行
。
一
一
一
日
正
行
一
者
、
専
依
一
一
往
生
経
行
一
行
者
、
是
名
正
行
イ
何
者
是



釈
迦
は
浄
土
の
教
え
を
聞
く
べ
き
機
に
要
門
を
説
き
、
弥
陀
は
弘
願
を
顕
彰
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
善
導
が
要
弘
二
門
の
判

を
立
て
た
背
景
に
つ
い
て
窺
え
ば
、
聖
道
の
諸
機
を
誘
引
す
る
は
た
ら
き
を
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
観
経
」
に
依
り
判

じ
ら
れ
た
要
門
は
観
仏
一
二
昧
で
あ
り
、
弘
願
は
念
仏
三
昧
で
あ
る
。
こ
れ
が
行
判
に
お
い
て
は
、
正
雑
二
行
と
し
て
判
じ
ら
れ
る
。

法
然
は
こ
の
よ
う
な
善
導
の
念
仏
義
を
伝
承
し
、
そ
の
称
名
正
定
業
論
を
徹
底
し
、
体
系
的
に
開
顕
さ
れ
た
。
そ
の
法
然
の
展
開
に

つ
い
て
確
認
す
る
。

法
然
の
正
雑
二
行
に
つ
い
て
『
選
択
集
」
に
よ
り
考
察
す
る
。
第
二
章
は
、
「
観
経
疏
」
就
行
立
信
釈
に
よ
り
念
仏
と
諸
行
と
の
二

つ
に
分
け
、
五
番
相
対
に
よ
っ
て
そ
の
得
失
を
判
、
ず
。
さ
ら
に
『
往
生
札
讃
』
百
即
百
生
釈
を
引
き
念
仏
に
帰
す
べ
き
こ
と
を
明
か
す
。

ま
ず
、

善
導
和
尚
、
立
二
正
雑
二
行

J

捨
一
雑
行
帰
一
一
正
行
一
之
文

と
、
法
然
の
立
場
が
定
義
さ
れ
、
正
行
と
雑
行
の
二
行
を
立
て
て
、
正
行
を
立
て
雑
行
を
廃
す
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
そ
の
正
行
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

初
正
業
者
、
以
二
上
五
種
之
中
第
四
称
名
J

為
一
正
定
之
業
4

即
文
云
ド
「
一
心
専
念
弥
陀
名
号
J

行
住
坐
臥
不
レ
問
二
時
節
久
近
、

念
念
不
レ
捨
者
、
是
名
二
正
定
之
業
イ
順
一
彼
仏
願
一
故
」
上
是
也
。
次
助
業
者
、
除
一
第
四
日
称
一
之
外
、
以
二
読
詞
等
四
種
J

而
為
て

助
業
寸
即
文
云
下
「
若
依
二
札
諭
等

J

即
名
為
中
助
業
」
上
是
也
。

こ
こ
に
明
か
さ
れ
る
正
行
が
正
定
業
で
あ
り
、
本
願
の
念
仏
で
あ
る
。
こ
の
正
定
業
以
外
、
前
三
後
一

（
読
諦
・
観
察
・
礼
拝
・
讃
嘆

供
養
）
を
も
っ
て
助
業
と
す
る
。

法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一
考
察

九



法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一
考
察

九
四

二
、
助
業

法
然
の
目
的
は
、

一
切
衆
生
の
救
済
で
あ
る
。
そ
の
救
済
の
法
が
、
阿
弥
陀
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
正
定
の
業
で
あ
る
念
仏
一
行
で
あ

る
。
こ
の
選
択
に
つ
い
て
「
三
選
の
文
」
に
次
の
よ
う
に
明
か
さ
れ
る
。

夫
速
欲
レ
離
二
生
死
J

二
種
勝
法
中
、
且
閣
二
聖
道
門
－
選
入
二
浄
土
門
イ
欲
レ
入
一
浄
土
門
、
正
・
雑
二
行
中
、
且
弛
一
諸
雑
行
ベ
選

応
レ
帰
二
正
行
4

欲
レ
修
て
於
正
行
J

正
・
助
二
業
中
、
猶
傍
二
於
助
業
J

選
応
レ
専
一
一
正
定
」
正
定
之
業
者
、
即
是
称
二
仏
名
イ
称
名
必

（

7
）
 

得
レ
生
、
依
一
仏
本
願
一
故
。

こ
の
よ
う
に
、
浄
土
門
に
対
L
聖
道
門
を
さ
し
お
い
（
閤
）
て
、
正
行
に
対
し
雑
行
を
な
げ
す
て
（
抽
）
て
、
正
定
業
に
対
し
助
業
は

い
か
な
る
衆
生
を
も
摂
取
し
救
済
す
る
事
に
こ
そ
、
選
択
本
願
の
念
仏
が
開
顕
さ
れ
る
意
義

か
た
わ
ら
（
傍
）
に
し
て
と
一
不
さ
れ
る
。

が
存
在
し
、
こ
こ
に
三
度
の
選
択
に
よ
っ
て
「
仏
の
本
願
に
よ
る
が
ゆ
え
な
り
」
の
根
拠
の
も
と
、
正
定
業
と
し
て
の
念
仏
が
明
か
さ

一
方
で
、
「
傍
ら
に
」
と
い
わ
れ
る
の
が
助
業
で
あ
る
。

五
正
行
中
の
読
諦
・
観
察
・
礼
拝
・
讃
歎
供
養
で
あ
る
。
法
然
は
五
正
行
に
つ
い
て
、
「
観
経
疏
」
を
引
用
し
「
二
行

れ
る
。助

業
と
は
、

章
」
に
次
の
よ
う
に
明
か
す
。
第
一
に
読
請
に
つ
い
て
、

一
心
専
読
一
諭
此
『
観
経
」
「
弥
陀
経
」
「
無
量
寿
経
』
等
J

と
、
浄
土
の
経
典
を
読
請
す
る
こ
と
を
明
か
し
、
第
二
に
観
察
に
つ
い
て
、

一
心
専
注
思
三
想
観
四
察
憶
五
念
彼
国
二
報
荘
厳
、

と
、
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
浄
土
の
す
が
た
を
観
察
す
る
こ
と
を
明
か
し
、
第
三
に
礼
拝
に
つ
い
て
、

若
札
即
一
心
専
礼
二
彼
仏
J



と
、
阿
弥
陀
仏
を
礼
拝
す
る
こ
と
を
明
か
し
、
第
四
に
称
名
に
つ
い
て
、

若
口
称
即
一
心
専
称
一
一
彼
仏
一

と
阿
弥
陀
仏
の
名
を
称
す
る
こ
と
を
明
か
し
、
第
五
に
讃
嘆
供
養
に
つ
い
て
、

（

8
）
 

若
讃
歎
供
養
、
即
一
心
専
讃
嘆
供
養
、

と
、
功
徳
を
讃
え
供
養
す
る
こ
と
を
明
か
す
。
善
導
は
、
読
諦
・
観
察
に
「
了
心
専
」
・
「
一
心
専
注
」
と
明
か
す
事
に
対
し
、
礼
拝
・

（

9
）
 

称
名
・
讃
歎
供
養
に
お
い
て
は
「
若
」
と
明
か
す
。
こ
れ
に
よ
り
開
門
五
種
に
お
い
て
、
基
宜
旦
導
は
念
仏
三
昧
よ
り
観
察
三
昧
に
重
き
を

（
印
）

置
く
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
観
仏
三
味
に
お
い
て
読
諦
は
観
察
の
方
便
行
で
あ
り
、
礼
拝
は
称
名
の
加
行
で
あ
り
、
讃
歎
供
養
は
観

仏
・
念
仏
両
三
味
に
か
か
る
往
生
行
で
あ
る
。

法
然
は
「
二
行
章
」
に
善
導
の
引
丈
に
よ
り
五
正
行
を
明
か
し
、
さ
ら
に
私
釈
を
設
け
、
読
諦
正
行
・
観
察
正
行
・
礼
拝
正
行
・
称

名
正
行
・
讃
歎
供
養
正
行
の
五
正
行
を
組
織
化
さ
れ
た
。
五
正
行
に
つ
い
て
の
法
然
の
私
釈
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に

読
諭
正
行
に
つ
い
て
、

第
一
読
諦
正
行
者
、
専
読
一
一
諦
「
観
経
』
等
一
也
。
即
丈
云
ニ
「
一
心
専
読
一
一
拍
此
観
経
・
弥
陀
経
・
無
量
寿
経
等
」
是
也
。

と
明
か
し
、
第
二
の
観
察
正
行
に
つ
い
て
、

第
二
観
察
正
行
者
、
専
観
二
察
彼
国
依
正
二
報
一
也
。
即
文
云
六
「
一
心
専
二
注
思
三
想
観
四
察
憶
五
念
彼
国
二
報
荘
厳
一
」
是
也
。

と
明
か
し
、
第
三
の
礼
拝
正
行
に
つ
い
て
、

第
三
礼
拝
正
行
者
、
専
札
一
弥
陀
一
也
。
即
丈
云
＝
一
「
若
札
即
一
心
専
礼
一
彼
仏
一
」
是
也
。

と
明
か
し
、
第
四
の
称
名
正
行
に
つ
い
て
、

第
四
称
名
正
行
者
、
専
称
一
一
弥
陀
名
号
一
也
。
即
丈
云
一
一
「
若
口
称
即
了
心
専
称
一
彼
仏
一
」
是
也
。

と
明
か
し
、
第
五
の
讃
歎
供
養
正
行
に
つ
い
て
、

法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一
考
察

一
九
五



法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一
考
察

一
九
六

第
五
讃
歎
供
養
正
行
者
、
専
讃
二
歎
供
＝
養
弥
陀
一
也
。
即
丈
云
一
「
若
讃
歎
供
養
即
一
心
専
讃
歎
供
養
是
名
為
v
正
」
是
也
。

と
明
か
す
。
法
然
に
お
い
て
は
、
五
正
行
総
て
に
「
専
」
と
明
か
す
。
開
門
五
種
正
行
を
明
か
し
た
後
、
合
門
二
種
を
明
か
す
。

次
合
為
一
三
種
一
者
、
一
者
正
業
、
二
者
助
業
。
初
正
業
者
、
以
二
上
五
種
之
中
第
四
称
名
J

為
二
正
定
之
業
。
即
文
云
下
「
一
心
専
一

念
弥
陀
名
号
J

行
住
坐
臥
不
レ
間
二
時
節
久
近
J

念
念
不
レ
捨
者
、
是
名
二
正
定
之
業
4

順
二
彼
仏
願
一
故
上
」
是
也
。
次
助
業
者
、
除
ス

第
四
口
称
一
之
外
、
以
二
読
諦
等
四
種
J

而
為
一
助
業
寸
即
丈
云
予
「
若
依
一
札
諦
等
一
即
名
為
中
助
業
上
」
是
也
。

称
名
は
仏
の
願
に
順
ず
る
が
ゆ
え
に
往
生
の
業
因
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
助
業
は
単
体
で
は
諸
行
往
生
と
し
て
機
に
対
応
す
る
も
の

で
な
く
、
念
仏
を
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
助
成
性
が
課
題
と
為
り
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

一一、
「
正
助
二
行
」
と
「
正
助
二
業
」
に
つ
い
て
の
一
考
察

法
然
は
善
導
に
依
り
、
雑
行
を
な
げ
す
て
て
正
行
に
帰
す
こ
と
を
明
か
す
。
ま
た
正
行
に
つ
い
て
正
定
業
の
念
仏
と
助
業
と
に
分
け
、

正
定
業
に
対
し
助
業
は
か
た
わ
ら
に
と
一
不
す
。
こ
こ
に
明
か
さ
れ
る
正
行
即
ち
正
業
と
助
業
に
つ
い
て
、
法
然
は
正
助
二
行
と
正
助
二

業
の
二
種
の
語
を
も
っ
て
明
か
す
。
法
然
は
同
意
語
で
あ
る
正
助
二
行
と
正
助
二
業
を
ど
の
よ
う
な
根
拠
の
基
づ
き
、
使
い
分
け
た
の

か
考
察
を
試
み
る
。

法
然
は
「
二
行
章
」
に
お
い
て
五
正
行
に
対
し
五
種
の
雑
行
を
一
不
し
、
五
番
相
対
に
よ
り
そ
の
得
失
を
判
ず
。
五
番
相
対
に
お
い
て

正
行
に
つ
い
て
五
番
共
に
「
修
正
助
二
行
者
」
と
明
か
す
。
正
定
業
で
あ
る
念
仏
と
助
業
に
つ
い
て
明
か
す
に
あ
た
り
、

五
番
相
対
で

は
正
助
二
業
で
は
な
く
正
助
二
行
と
述
べ
る
。
ま
ず
、
「
二
行
章
」
の
「
観
経
疏
』
引
丈
に
、

此
正
助
二
行
一
己
外
自
余
諸
善
悉
名
一
一
雑
行
寸
若
修
二
前
正
助
二
行
J

心
常
親
近
憶
念
不
ν
断
、
名
為
一
一
無
間
一
也
。

と
述
べ
る
。
ま
た
、
五
番
相
対
に
お
い
て
も
正
助
二
行
と
述
べ
る
。
し
か
し
同
じ
「
選
択
集
』
の
中
、
一
二
選
の
丈
に
お
い
て
は
、



欲
修
於
正
行
、
正
・
助
二
業
中
、
猶
傍
於
助
業
、
選
応
専
正
定
。

と
述
、
べ
る
。
同
じ
『
選
択
集
」
の
中
、
正
定
業
の
念
仏
と
助
業
を
明
か
す
に
当
た
り
、
法
然
は
二
種
の
語
を
使
い
分
け
る
。
こ
の
よ
う

な
使
い
分
け
は
、

他
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
津
戸
＝
一
郎
へ
っ
か
は
す
手
紙
」

伊
」
＋
」
阜
、

l
l
 

又
専
修
に
つ
き
て
五
種
の
専
修
正
行
と
い
ふ
事
あ
り
。
こ
の
五
種
の
正
行
に
つ
き
て
、

又
正
助
二
行
を
わ
か
て
り
正
業
と
い
う
は

五
種
の
中
に
第
四
の
念
仏
也
。
助
業
と
い
ふ
は
そ
の
中
四
つ
の
行
也
。
い
ま
決
定
し
て
浄
土
に
往
生
せ
ん
と
お
も
は
＼
専
雑
二

修
の
中
に
は
、
専
修
の
教
に
よ
り
て
一
向
に
念
仏
を
す
へ
し
。

正
助
三
業
の
中
に
は
、

ふ
た
心
な
く

と
述
べ
る
。
傍
線
部
分
に
述
、
べ
ら
れ
る
正
助
二
行
は
、

五
正
行
に
つ
い
て
善
導
に
依
り
な
が
ら

「
順
彼
仏
願
故
」
を
根
拠
と
し
念
仏
が

選
ば
れ
る
行
判
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば

「
二
行
章
」

に
明
か
さ
れ
る
開
門
五
種
正
行
で
あ
る
。

点
線
部
分
に
述
べ
ら
れ
る
専
雑
二
修
は
、
「
い
ま
決
定
し
て
浄
土
に
往
生
せ
ん
と
お
も
は
、
」
と
の
う
え
に
念
仏
を
明
か
す
。
専
修

と
雑
修
に
つ
い
て
法
然
は
、
『
津
戸
三
郎
へ
っ
か
は
す
手
紙
』
に
、

（口）

専
修
と
い
ふ
は
念
仏
也
。
雑
修
と
い
ふ
は
念
仏
の
ほ
か
の
行
也
。

と
明
か
す
。
こ
の
よ
う
に
、
専
修
の
者
は
念
仏
の
行
者
で
あ
り
、
雑
修
の
者
は
助
業
・
雑
行
の
者
で
あ
る
。
こ
こ
で
雑
修
の
者
は
助
業

が
単
体
で
は
往
生
の
業
因
を
有
し
な
い
為
、
往
生
が
千
人
中
一
人
と
そ
の
困
難
さ
に
つ
い
て
示
す
。
こ
こ
に
「
い
ま
決
定
し
て
浄
土
に

往
生
せ
ん
と
お
も
は
よ
と
正
行
（
専
修
）
と
雑
行
（
雑
修
）
の
二
修
よ
り
念
仏
を
明
か
す
。

波
線
部
分
に
述
べ
ら
れ
る
正
助
二
業
は
、
「
二
行
章
」
合
門
二
種
に
明
か
さ
れ
る
正
業
と
助
業
で
あ
り
、
「
正
業
の
す
す
め
」
に
よ
り

称
名
念
仏
が
勧
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
開
門
五
種
正
行
に
聞
か
れ
た
正
助
二
行
と
合
門
二
種
に
明
か
さ
れ
る
正
助
二
業
に
つ
い
て
、
そ
の
使
い
分
け
に
つ
い
て

窺
う
と
、
正
助
二
行
と
正
助
二
業
の
聞
に
専
雑
二
修
が
明
か
さ
れ
、
「
い
ま
決
定
し
て
浄
土
に
往
生
せ
ん
と
お
も
は
よ
と
の
う
え
に

法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一
考
察

九
七



法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一
考
察

九
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念
仏
を
明
か
す
。
正
助
二
行
と
正
助
二
業
の
聞
に
明
か
さ
れ
る
「
決
定
」
に
注
怠
す
べ
き
で
あ
る
。
法
然
は
往
生
決
定
に
つ
い
て
「
三

心
料
簡
お
よ
び
御
法
語
」
に
、

一
弥
陀
本
願
決
定
也
、
二
釈
迦
所
説
決
定
也
、
三
諸
仏
証
誠
決
定
也
、

（
同
日
）

往
生
決
定
也
。

四
善
導
教
釈
決
定
也
、
五
我
等
信
心
決
定
也
。
以
此
義
故

と
五
決
定
を
明
か
す
。
「
津
戸
コ
一
郎
へ
っ
か
は
す
手
紙
』
に
明
か
さ
れ
る
処
の
正
助
二
行
は
、
五
決
定
の
中
「
四
善
導
の
教
釈
決
定
」

で
あ
る
。
善
導
に
依
り
、
五
正
行
中
か
ら
念
仏
を
明
か
す
行
判
で
あ
る
。
次
に
正
助
二
業
は
、
「
五
は
我
等
が
信
心
決
定
」
で
あ
る
。

即
ち
、
基
宜
巳
導
に
よ
り
開
門
五
種
が
明
か
さ
れ
、
「
い
ま
決
定
し
て
浄
土
に
往
生
せ
ん
と
お
も
は
、
」
と
の
う
え
に
念
仏
を
明
か
し
、
念

仏
が
如
来
に
選
択
さ
れ
た
根
拠
に
つ
い
て
正
助
二
業
の
元
、
正
定
の
業
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
。
法
然
は
善
導
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ

た
行
判
即
ち
正
助
二
行
に
つ
い
て
、
念
仏
の
純
粋
性
を
如
来
選
択
を
根
拠
と
し
、
正
定
業
と
助
業
と
い
う
正
助
二
業
と
し
て
顕
か
に
さ

れ
た
。こ

の
よ
う
に
法
然
は
正
助
一
一
行
と
正
助
二
業
に
つ
い
て
慎
重
に
使
い
分
け
を
し
な
が
ら
、
念
仏
と
助
業
の
関
係
性
に
つ
い
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
と
考
え
る
。

四
、
五
番
相
対
に
お
け
る
法
然
の
助
業
観

「
選
択
集
」
「
二
行
章
」
に
正
雑
二
行
の
得
失
に
つ
い
て
、

五
番
相
対
を
も
っ
て
挙
げ
る
c

次
判
二
行
得
失
一
者
、
「
若
修
一
前
正
助
二
行
J

心
常
親
近
、
憶
念
不
レ
断
、
名
為
一
無
間
一
也
。
若
行
一
後
雑
行
－
即
心
常
間
断
、
難

レ
可
こ
廻
向
得
v
生
、
衆
名
一
疎
雑
之
行
一
」
即
其
文
也
。
案
－
此
丈
意
J

就
一
一
正
雑
二
行
J

有
一
五
番
相
対
口
一
親
疎
対
、
二
近
遠
対
、

三
有
間
無
間
対
、
四
廻
向
不
廻
向
対
、
五
純
雑
対
也
。



五
番
相
対
が
善
導
五
正
行
に
対
し
、
法
然
の
領
解
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
先
学
に
よ
り
既
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
五
番
相
対
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
点
は
、
「
正
助
二
行
」
の
使
い
方
で
あ
る
。
正
行
に
つ
い
て
明
か
す
に
あ
た
り
五
番
共
に
「
正

助
二
行
を
修
す
る
も
の
は
、
」
と
明
か
す
。
即
ち
正
行
と
雑
行
を
相
対
的
に
扱
い
な
が
ら
も
、
正
行
の
中
に
助
業
を
含
め
て
い
る
点
に

注
目
を
し
考
察
を
試
み
る
。
五
番
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
確
認
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
親
疎
対
の
「
親
」
に
つ

い
て
、

衆
生
起
行
、

日
常
称
レ
仏
、
仏
即
聞
レ
之
。
身
常
礼
一
敬
仏
J

仏
即
見
ν
之
。
心
常
念
レ
仏
、
仏
即
知
レ
之
。
衆
生
憶
一
念
仏
一
者
、
仏
亦

憶
て
念
衆
生
↓

と
正
助
二
行
を
修
す
る
者
が
阿
弥
陀
仏
に
親
眠
た
る
こ
と
を
『
観
経
疏
』
に
依
っ
て
明
か
す
。
「
親
」
に
対
し
「
疎
」
に
つ
い
て
、

次
疎
者
雑
行
也
。
衆
生
不
レ
称
レ
仏
、
仏
即
不
レ
聞
レ
之
。
身
不
レ
札
レ
仏
、
仏
即
不
レ
見
レ
之
。
心
不
レ
念
レ
仏
、
仏
即
不
レ
知
レ
之
。
衆
生

不
三
憶
二
念
仏
一
者
、
仏
不
一
一
憶
二
念
衆
生
イ

と
雑
行
が
疎
行
で
あ
る
所
以
を
明
か
す
。
第
二
に
近
遠
対
の
「
近
」
に
つ
い
て
、

衆
生
願
レ
見
ν
仏
、
仏
即
応
ν
念
現
在
一
一
目
前
イ
故
名
二
近
縁
一
也
。

と
正
助
二
行
を
修
す
る
者
が
阿
弥
陀
仏
に
隣
近
な
る
こ
と
を
『
観
経
疏
』
に
依
っ
て
明
か
す
。
「
近
」
に
対
し
「
遠
」
に
つ
い
て
、

次
遠
者
、
雑
行
也
。
衆
生
不
レ
願
レ
見
レ
仏
、
仏
即
不
レ
応
レ
念
不
レ
現
一
一
目
前
イ

と
雑
行
が
遠
で
あ
る
所
以
を
明
か
す
。
第
三
に
無
間
有
問
対
の
「
無
間
」
に
つ
い
て
、

無
間
者
、
修
二
正
助
二
行
一
者
、
於
一
弥
陀
仏
一
憶
念
不
二
間
断
イ

と
正
助
二
行
を
修
す
る
者
が
阿
弥
陀
仏
に
お
い
て
憶
念
間
断
せ
ず
と
明
か
す
。
「
無
間
」
に
対
し
「
有
間
」
に
つ
い
て
、

次
有
問
者
、
修
一
雑
行
一
者
、
於
一
阿
弥
陀
仏
一
憶
念
常
間
断
。

と
雑
行
を
修
す
る
者
は
憶
念
つ
ね
に
間
断
す
と
明
か
す
。
第
四
の
不
回
向
田
向
対
に
つ
い
て
は
後
に
考
察
す
る
。
第
五
の
純
雑
対
の

法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一
考
察

九
九



法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一
考
察

。。

「
純
」
に
つ
い
て
、

先
純
者
、
修
二
正
助
二
行
一
者
、
純
是
極
楽
之
行
也
。

と
正
助
二
行
を
修
す
る
は
極
楽
の
行
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
「
純
」
に
対
し
「
雑
」
に
つ
い
て
、

雑
者
是
純
非
二
極
楽
之
行
イ
通
一
一
於
人
天
及
一
二
乗
一
亦
通
一
一
於
十
方
浄
土
寸

と
極
楽
の
行
に
非
ず
こ
と
を
明
か
す
。

五
番
共
に
、
念
仏
の
徳
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
重
要
で
あ
る
の
は
不
回
向
回
向
対
で
あ
る
。
そ
の
回
向
義
の
重
要

性
こ
そ
が
、
門
下
に
種
々
異
義
を
派
生
さ
せ
た
所
以
で
も
あ
る
。
ま
た
、
本
願
章
に
深
く
関
与
す
る
問
題
で
も
あ
る
。
助
業
さ
ら
に
諸

行
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
特
に
五
番
相
対
の
中
、
不
回
向
田
向
対
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
諸
行
も
往
生
行
で
あ
り
、

回
向
す
れ
ば
往
生
の
因
と
な
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
こ
こ
に
念
仏
と
諸
行
に
議
論
が
生
ず
る
事
と
な
る
。
不
回
向
回
向
対
は
、

第
四
不
廻
向
廻
向
対
者
、
修
一
正
助
二
行
一
者
、
縦
令
別
不
レ
用
ニ
廻
向
J

自
然
成
て
往
生
業

J

と
述
べ
、
善
導
の
「
玄
義
分
」
六
字
釈
を
引
用
す
る
。

故
疏
上
文
云
。
「
今
此
観
経
中
十
声
称
仏
、
即
有
ニ
十
願
・
十
行
一
具
足
。
云
何
具
足
。
言
二
南
無
一
者
、
即
日
疋
帰
命
、
亦
是
発
願
廻

向
之
義
。
z
z
一
阿
弥
陀
仏
一
者
、
即
是
其
行
。
以
一
斯
義
故
、
必
得
二
往
生
寸
」
（
巳
上
）

さ
ら
に
、
回
向
義
を
釈
し
、

次
廻
向
者
、
修
雑
行
一
者
、
必
用
一
廻
向
一
之
時
、
成
往
生
之
因
。
若
不
レ
用
廻
向
之
時
、
不
レ
成
一
往
生
之
国
。
故
日
レ
難
レ
可

（
幻
）

廻
向
得
v
生
是
也
。

と
述
べ
る
。
即
ち
、
正
助
二
行
の
者
は
回
向
を
用
い
な
く
と
も
自
然
に
往
生
の
因
と
な
る
が
、
雑
行
の
者
は
回
向
を
用
い
な
け
れ
ば
往

生
の
因
と
な
ら
な
い
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

雑
行
の
者
に
つ
い
て
回
向
を
用
い
な
け
れ
ば
往
生
の
因
と
な
ら
な
い
こ
と
は
、
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
問



題
と
な
る
の
は
、
正
助
二
行
の
者
に
つ
い
て
不
回
向
を
も
っ
て
往
生
の
因
と
な
る
と
明
か
す
点
で
あ
る
。
正
助
二
行
と
は
、
五
正
行
中

の
念
仏
と
前
三
後
一
の
助
業
で
あ
る
。
こ
こ
に
回
向
を
用
い
ず
と
も
自
然
に
往
生
の
因
と
な
る
不
回
向
の
義
が
明
か
さ
れ
る
が
、
そ
れ

に
該
当
す
る
の
は
五
正
行
中
、
正
定
業
で
あ
る
念
仏
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
に
助
業
の
業
悶
に
つ
い
て
問
題
が
生
ず
る
。
念
仏
は
正
定
業

で
あ
る
が
故
に
不
回
向
で
あ
る
。
こ
こ
で
不
回
向
の
義
を
明
か
す
に
あ
た
り
、
「
正
助
二
行
の
者
は
」
と
述
べ
る
に
よ
れ
ば
、
助
業
も

不
回
向
に
含
ま
れ
る
事
と
為
る
。
し
か
し
、
助
業
は
正
定
の
業
で
は
な
い
為
そ
れ
自
体
に
直
接
的
な
往
生
の
因
は
な
い
が
、
念
仏
の
助

と
し
て
の
は
た
ら
き
、
即
ち
間
接
的
な
往
生
の
因
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
法
然
は
何
故
、
「
念
仏
を
修
す
る
者
は
」
或

い
は
「
正
業
を
修
す
る
者
は
」
な
ど
と
い
わ
ず
に
「
正
助
二
行
の
者
は
」
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

五
番
相
対
の
中
、
不
匝
向
回
向
対
と
他
四
番
を
比
較
す
る
と
「
正
助
二
行
」
の
意
に
異
な
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
正
助
二
行
」
の

後
に
引
か
れ
る
善
導
の
丈
に
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
不
回
向
田
向
対
に
お
い
て
は
善
導
六
字
釈
が
引
用
さ
れ
る
が
、
「
正
助
二
行
」
と

い
い
な
が
ら
も
六
宇
釈
は
助
業
に
関
わ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
不
回
向
田
向
対
に
お
い
て
は
善
導
に
な
ら
い
「
正
助
二

行
」
と
い
い
な
が
ら
も
、
不
回
向
の
根
拠
と
し
て
善
導
六
字
釈
に
よ
り
助
業
を
除
い
た
正
定
業
た
る
念
仏
一
行
を
明
か
す
為
の
も
の
で

あ
る
。
即
ち
不
回
向
回
向
対
に
明
か
さ
れ
る
念
仏
と
助
業
の
関
係
は
、
念
仏
に
つ
い
て
は
不
回
向
で
あ
り
自
然
に
往
生
の
業
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
助
業
は
、
「
正
助
二
行
」
と
あ
る
が
、
六
字
釈
を
も
っ
て
念
仏
の
み
が
明
か
さ
れ
る
為
、
後
の
回
向
を
用
い
る
雑
行
に
含

ま
れ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

善
導
に
よ
り
な
が
ら
「
正
助
二
行
」
と
述
べ
、
六
字
釈
を
も
っ
て
正
定
の
業
た
る
念
仏
一
門
に
限
定
を
し
、
雑
行
が
往
生
の
因
と
な

り
得
る
業
作
と
し
て
の
回
向
を
明
か
す
こ
と
に
助
業
を
含
め
た
と
考
え
る
。
法
然
は
善
導
の
念
仏
義
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
不
回
向
の

義
を
も
っ
て
念
仏
が
正
定
の
業
た
る
根
拠
を
示
し
、

さ
ら
に
念
仏
一
行
に
帰
す
こ
と
を
明
か
し
た
の
で
あ
る
。

法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一
考
察

。



法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一
考
察

。

五
、
同
類
・
異
類
の
助
成

「
三
輩
章
」
に
お
い
て
、
往
生
の
機
に
三
輩
の
別
の
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
、
廃
立
を
も
っ
て
諸
行
と
念
仏
の
関
係
を
問
題
と
し
批

判
を
し
て
い
る
。

凡
如
レ
此
三
義
、
難
レ
有
二
不
同
」
共
是
所
一
以
為
入
向
念
仏
一
也
。
初
義
即
是
為
一
癒
立
一
而
説
。
謂
諸
行
為
レ
癒
而
説
、
念
仏
為
レ
立

而
説
。
次
義
即
日
疋
為
二
助
正
一
而
説
。
謂
為
レ
助
二
念
仏
之
正
業
一
而
説
一
一
諸
行
之
助
業
イ
後
義
即
是
為
二
傍
正
一
市
説
。
謂
難
レ
説
二
念
仏

諸
行
二
門
J

以
て
念
仏
一
而
為
レ
正
、
以
二
諸
行
一
而
為
レ
傍
。
故
云
二
三
輩
通
皆
念
仏
一
也
。
但
此
等
三
義
殿
最
難
ν
知
。
請
諸
学
者
、

取
捨
在
レ
心
。
今
若
依
一
一
善
導
一
以
レ
初
為
レ
正
耳
。

こ
の
よ
う
に
、
廃
・
助
・
傍
を
も
っ
て
諸
行
と
念
仏
の
関
係
が
明
か
さ
れ
る
。

法
然
は
諸
行
に
つ
い
て
、
「
一
二
輩
章
」
に
廃
・
助
・
傍
が
明
か
さ
れ
る
中
、
助
に
お
い
て
同
類
と
異
類
の
二
種
の
善
根
を
明
か
す
。

二
為
三
助
二
成
念
仏
一
説
一
此
諸
行
一
者
、
此
亦
有
一
二
音
均
一
以
二
同
類
善
根
一
助
二
成
念
仏
J

二
以
二
異
類
善
根
一
助
二
成
念
仏
イ

と
諸
行
に
つ
い
て
同
類
の
善
根
と
異
類
の
善
根
を
明
か
す
。
ま
ず
同
類
の
善
根
に
つ
い
て
、

（
出
）

初
同
類
助
成
者
、
善
導
和
尚
『
観
経
疏
』
中
、
挙
一
五
種
助
行
J

助
二
成
念
仏
一
行
一
是
也
。
具
如
二
上
正
雑
二
行
之
中
説
↓

と
、
同
類
の
善
根
に
つ
い
て
善
導
に
依
り
五
正
行
中
の
前
三
後
一
の
助
業
で
あ
る
と
明
か
す
。
同
類
の
助
業
は
、
善
導
に
よ
り
明
か
さ

れ
る
五
正
行
中
の
前
二
局
後
一
の
助
業
で
あ
る
。
法
然
は
華
宜
忌
埠
寸
の
念
仏
義
を
伝
承
す
る
に
あ
た
り
、
「
二
行
章
」
に
お
い
て
「
散
普
義
」

の
就
行
立
信
の
丈
、
並
び
に
「
往
生
札
讃
」
の
専
雑
の
得
失
の
丈
そ
れ
ぞ
れ
に
私
釈
を
設
け
、
善
導
の
念
仏
を
伝
承
し
な
が
ら
も
、
さ

ら
に
詳
細
に
解
明
し
た
。
即
ち
、
法
然
は
正
雑
二
行
・
正
助
二
業
に
関
し
善
導
の
行
論
を
そ
の
ま
ま
伝
承
を
し
て
い
る
。
そ
の
中
、

『
観
経
」
に
説
か
れ
る
往
生
行
に
関
し
て
善
導
が
体
系
化
さ
れ
た
の
が
読
諦
・
観
察
・
礼
拝
・
称
名
・
讃
歎
供
養
の
五
正
行
で
あ
る
。



こ
の
五
正
行
の
中
、
読
一
説
・
観
察
・
礼
拝
・
讃
歎
供
養
を
助
業
と
し
、
称
名
念
仏
を
正
定
業
と
し
た
。

次
に
異
類
の
助
業
に
つ
い
て
考
察
を
す
る
。
異
類
の
善
根
に
つ
い
て
、

次
異
類
助
成
者
、
先
就
一
上
輩
一
而
論
正
助
一
者
、
「
一
向
専
念
無
量
寿
仏
」
者
、
是
正
行
也
。
亦
是
所
助
也
。
「
捨
家
棄
欲
而
作
沙

門
発
菩
提
心
」
等
者
、
是
助
行
也
。
亦
是
能
助
也
。
謂
往
生
之
業
念
仏
為
レ
本
故
為
一
一
一
一
向
修
一
一
念
仏
J

捨
家
棄
欲
而
作
一
沙
門
J

又

発
菩
提
心
等
也
。
就
中
、
出
家
発
心
等
者
、
且
指
二
初
出
及
以
初
発
イ
念
仏
是
長
時
不
退
之
行
、
寧
容
一
妨
－
一
擬
念
仏
一
也
。
中
輩

之
中
、
亦
有
二
起
す
塔
像
・
懸
給
・
燃
灯
・
散
花
・
焼
香
等
諸
行
。
是
則
念
仏
助
成
。
也
其
旨
見
一
『
往
生
要
集
」
一
謂
助
念
方
法

中
方
処
・
供
具
等
是
也
。
下
輩
之
中
、
亦
有
一
発
心
J

亦
有
二
念
仏
ぺ
助
正
之
義
、
准
レ
前
可
レ
知
。

と
三
輩
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
明
か
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
上
輩
に
つ
い
て
は
、
家
を
捨
て
欲
を
棄
て
沙
門
と
作
り
て
菩
提
心
を
発

す
と
説
か
れ
る
。
次
に
中
輩
に
つ
い
て
は
、
『
往
生
要
集
」
助
念
方
法
に
説
か
れ
る
諸
行
で
あ
り
、
起
立
塔
像
・
懸
縮
・
燃
灯
・
散

花
・
焼
香
等
の
諸
行
で
あ
り
、
下
輩
に
お
い
て
は
無
上
菩
提
心
を
あ
げ
る
。
三
輩
そ
れ
ぞ
れ
に
共
通
し
て
念
仏
を
正
行
と
し
な
が
ら
、

上
・
中
・
下
輩
そ
れ
ぞ
れ
に
機
類
に
相
違
が
あ
り
、
諸
行
が
機
類
そ
れ
ぞ
れ
に
通
じ
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
次
の
よ
う
な
助
業
も
異
類
の
助
業
に
含
ま
れ
る
。
「
禅
勝
房
伝
説
の
詞
」
に
、

衣
食
住
の
三
は
、
念
仏
の
助
業
也
。
こ
れ
す
な
は
ち
自
身
安
穏
に
し
て
念
仏
往
生
を
と
げ
ん
が
た
め
に
は
、
何
事
も
み

（お）

の
助
業
な
り
。

な
念
仏

と
い
わ
れ
る
。
同
類
の
助
業
、
即
ち
五
正
行
中
の
助
業
以
外
の
助
業
に
つ
い
て
異
類
の
助
業
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
ま
た
『
十
二
問

答
』
に
お
い
て
も
衣
食
住
を
助
業
と
い
い
、
さ
ら
に

（お）

す
べ
て
是
を
い
は
ば
、
自
身
安
穏
に
し
て
念
仏
往
生
を
と
げ
ん
が
為
に
は
何
事
も
み
な
念
仏
の
助
業
也
。

と
さ
ら
に
広
く
明
か
す
。

藤
堂
恭
俊
氏
は
、

二
種
の
助
業
に
つ
い
て
「
同
類
の
助
業
」
を
「
一
一
一
選
の
丈
」
に
お
け
る
「
傍
」
の
助
業
で
あ
り
、
「
異
類
の
助
業
」

法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一
考
察

。



法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一
考
察

0 
四

に
つ
い
て
は
「
弛
」
で
あ
り
、
正
行
に
対
す
る
雑
行
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
前
提
の
下
、
「
異
類
の
助
業
」
に
つ
い
て
、

異
類
の
善
根
を
念
仏
の
一
行
に
徹
す
る
機
縁
・
契
機
と
な
し
得
る
念
仏
者
に
つ
い
て
、
「
我
身
乗
仏
本
願
之
後
、
決
定
生
信
起

之
上
結
縁
他
善
事
全
不
可
為
雑
行
」
（
醍
醐
本
「
或
時
遠
江
田
蓮
花
寺
住
僧
禅
勝
房
参
上
人
奉
問
種
々
之
事
上
人
一
々
答
之
」
）
と

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
決
定
往
生
の
信
を
確
立
し
た
者
こ
そ
が
、
異
類
の
善
根
を
も
っ
て
念
仏
の
一
行
に
徹
す
る
契
機
・
機
縁
と
な

し
得
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
決
定
往
生
の
信
を
持
つ
者
に
と
っ
て
、
「
衣
食
住
の
三
は
念
仏
の
助
業
也
」
（
禅
勝
房
伝
説

（
幻
）

の
詞
｜
「
黒
谷
上
人
語
灯
録
」
巻
第
十
五
）
と
い
う
よ
う
に
衣
食
住
を
も
異
類
の
善
根
と
み
な
し
、
念
仏
の
一
行
に
役
立
て
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
藤
堂
氏
は
異
類
の
助
業
に
つ
い
て
、
ご
一
輩
そ
れ
ぞ
れ
の
異
類
の
善
根
を
明
か
す
中
、
上
輩
に
明
か
さ
れ
る
「
家
を
捨
て

欲
を
棄
て
沙
門
と
作
り
て
菩
提
心
を
発
す
」
と
い
う
出
家
あ
る
い
は
発
菩
提
心
が
目
的
で
は
な
い
が
、
異
類
の
助
業
と
し
て
念
仏
の
一

行
を
助
成
す
る
こ
と
と
な
り
、
決
定
往
生
の
信
を
持
つ
者
に
と
っ
て
は
衣
食
住
さ
え
も
念
仏
の
助
業
と
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

藤
堂
氏
は
、
異
類
の
助
業
の
中
、
出
家
と
衣
食
住
の
助
業
を
分
け
て
考
察
を
進
め
、
出
家
に
つ
い
て
決
定
往
生
の
信
よ
り
前
の
業
因

と
し
、
衣
食
住
の
助
業
に
つ
い
て
は
そ
の
後
の
業
因
と
し
て
い
る
。
決
定
往
生
の
信
を
確
立
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
仏
の
本
願
に
順
ず

る
不
回
向
の
行
と
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
不
回
向
の
行
で
は
な
い
助
業
に
つ
い
て
そ
の
業
因
性
が
課
題
と
な
る
。

ま
た
決
定
往
生
は
正
定
の
業
で
あ
る
念
仏
の
み
が
業
因
と
な
る
事
は
明
ら
か
で
あ
り
、
異
類
の
助
業
に
往
生
の
業
因
を
認
め
る
な
ら

ば
、
決
定
往
生
の
信
を
確
立
し
た
後
で
は
な
く
、
前
と
考
え
ら
れ
る
。

法
然
教
義
は
、
す
べ
て
の
衆
生
が
摂
取
し
救
わ
れ
て
い
く
事
が
前
提
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
異
類
の
助
業
に
業
因
を
認
め

る
と
き
、
民
衆
と
向
き
合
っ
た
法
然
で
あ
る
か
ら
こ
そ
教
え
に
触
れ
る
機
縁
も
与
え
ら
れ
な
い
人
々
に
方
便
行
と
し
て
ど
の
よ
う
な
業

同
性
を
有
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
事
例
を
法
然
と
民
衆
（
漁
師
）
と
の
問
答
に
窺
う
。
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
に
、

わ
が
身
は
こ
の
浦
の
あ
ま
人
な
り
。
お
さ
な
く
よ
り
す
な
ど
り
を
業
と
し
、
あ
し
た
ゆ
ふ
ベ
に
、

い
ろ
づ
く
の
命
を
た
ち
て
、
世

を
わ
た
る
は
か
り
ご
と
す
。
も
の
の
命
を
こ
ろ
す
も
の
は
、
地
獄
に
お
ち
て
く
る
し
み
た
え
が
た
く
侍
な
る
に
、

い
か
が
し
て
こ



（
お
）

れ
を
ま
ぬ
か
れ
侍
る
べ
き
、
た
す
け
さ
せ
給
へ
。

と
法
然
は
問
わ
れ
、

汝
が
ご
と
く
な
る
も
の
も
、
南
無
阿
弥
陀
仏
を
と
な
ふ
れ
ば
、
仏
の
悲
願
に
乗
じ
て
浄
土
に
往
生
す
べ
き

と
答
え
た
。
こ
こ
に
示
さ
れ
る
漁
師
の
問
い
は
、
自
ら
の
罪
の
機
悔
で
あ
る
。
仏
の
本
願
に
照
ら
さ
れ
た
時
、
自
ら
の
深
く
重
い
罪
の

自
覚
が
そ
の
ま
ま
救
い
へ
と
転
換
さ
れ
、
漁
師
を
続
け
な
が
ら
念
仏
を
称
え
る
念
仏
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
漁
と
い
う
生
活
そ
の
も

の
の
罪
が
、
救
い
へ
転
じ
る
為
の
方
便
と
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。
こ
の
方
便
は
、
ま
さ
し
く
衣
食
住
を
も
含
む
異
類
の
助
業
で
あ
る
。

同
類
の
助
業
も
含
め
、
異
類
の
助
業
も
そ
の
も
の
が
目
的
で
な
い
。
正
定
業
の
念
仏
へ
誘
引
性
を
も
っ
方
便
行
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に

お
い
て
、
信
心
獲
得
前
の
異
類
の
助
業
の
業
因
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

次
に
『
選
択
集
」
・
「
無
量
寿
経
釈
』
に
明
か
さ
れ
る
三
種
の
往
生
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
善
導
の
「
観
念
法
門
』
に
よ
り
、
念
仏
往

生
・
助
念
往
生
・
諸
行
往
生
が
説
か
れ
る
。
何
れ
の
往
生
に
も
「
一
向
」
の
言
葉
が
使
わ
れ
る
事
に
つ
い
て
『
無
量
寿
経
釈
」
に
、

（
鈎
）

謂
上
品
説
↑
一
向
専
念
無
量
寿
仏
J

乃
至
下
品
説
二
向
専
念
無
量
寿
仏
イ
凡
唯
二
余
所
」
云
一
一
一
向
一
者
不
レ
兼
二
余
行
一
意
也
。

と
、
三
輩
共
に
、
余
行
を
兼
ね
る
こ
と
の
無
い
念
仏
往
生
で
あ
る
と
明
か
す
。
こ
こ
に
一
不
さ
れ
る
余
行
と
は
、
同
類
・
異
類
の
両
助
業

一
向
と
は
、
廃
立
の
義
に
よ
る
唯
称
名
念
仏
一
行
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
五
正
行
中
の
助
業
で
あ
っ
て
も
、
異
類
の
助
業
で
あ

で
あ
る
。

つ
で
も
、
往
生
の
業
因
と
し
て
念
仏
の
加
行
と
な
る
こ
と
は
無
い
。
し
か
し
、
方
便
行
と
し
て
の
業
因
に
つ
い
て
、
決
定
往
生
の
信
を

獲
得
す
る
前
に
お
い
て
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

」
れ
に
つ
い
て
『
無
量
寿
経
釈
』
に
次
の
よ
う
に
明
か
す
。

依
レ
之
案
レ
之
、
今
三
輩
丈
、
有
一
但
念
仏
義
J

有
一
助
念
仏
義
J

亦
有
二
諸
行
往
生
義
イ
仏
以
二
音
一
演
二
説
法
J

衆
生
随
レ
類
各
得
レ

解
。
仏
意
多
含
也
。
今
且
作
一
一
三
解
イ

こ
の
よ
う
に
、
コ
一
輩
共
に
念
仏
往
生
で
あ
り
仏
は
一
音
で
説
か
れ
て
い
る
が
、
機
根
が
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
得
て
い
る
。
機
根
は

法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一
考
察

二
O
五



法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一
考
察

二
O
六

様
々
で
あ
る
か
ら
仏
が
一
音
で
説
か
れ
た
も
の
が
三
義
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
仏
意
こ
そ
が
、
念
仏
往
生
へ
誘
引
せ
ん
が
た
め
の
方

便
行
と
し
て
聞
か
れ
た
諸
行
で
あ
り
助
業
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
「
一
期
物
語
」
に
は
、

（
引
）

念
仏
往
生
之
外
皆
為
－
一
方
便
説
一
也

と
明
か
さ
れ
る
如
く
、
加
行
で
は
な
く
決
定
往
生
の
信
よ
り
前
の
方
便
行
と
し
て
そ
の
は
た
ら
き
を
認
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

六
、
助
業
と
化
土

次
に
、
助
業
と
化
士
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。
法
然
は
『
和
語
燈
録
」
に
、

又
云
、
本
願
の
念
仏
に
は
濁
り
立
ち
を
せ
さ
せ
て
助
を
さ
さ
ぬ
也
、
助
さ
す
程
の
人
は
極
楽
の
返
地
に
生
る

と
明
か
す
。
こ
の
よ
う
に
、
往
生
業
因
の
為
に
助
業
を
修
す
る
も
の
は
、
極
楽
の
辺
地
に
生
れ
る
と
云
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
化
土
往
生

に
つ
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
無
量
寿
経
釈
』
に
は

『
群
疑
論
』
の
文
を
引
き
、

雑
修
之
者
、
高
不
二
生
J

専
修
之
人
千
無
一
一
一
失
4

即
此
経
下
文
一
一
首
、
何
以
故
、
皆
由
一
一
慨
慢
執
心
不
一
牢
固
」
是
知
、
雑
修
之
者

（
お
）

為
一
執
心
不
牢
人
、
故
生
一
慨
慢
一
也
。

と
明
か
す
。
こ
の
よ
う
に
、
化
土
に
つ
い
て
明
か
す
が
特
に
詳
細
な
解
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
助
業
を
修
す
る
者
は
化
土
に
生
ま

れ
る
と
明
か
す
。

し
か
し
法
然
は
善
導
に
よ
り
、
「
千
中
五
三
」
「
千
中
一
一
一
」
「
千
中
無
こ
な
ど
、
諸
行
の
報
土
往
生
を
否
定
し
て
い
る
。
ま
た

『
和
語
燈
録
』
に
、

問
う
て
い
わ
く
、
称
名
念
仏
申
す
人
は
、
み
な
往
生
す
ぺ
し
ゃ
。
答
え
て
い
わ
く
、
他
力
の
念
仏
は
往
生
す
べ
し
、
自
力
の
念
仏

は
ま
た
く
往
生
す
べ
か
ら
ず
。



と
あ
る
。
こ
こ
に
云
わ
れ
る
「
他
力
の
念
仏
」
は
正
定
業
の
称
名
念
仏
で
あ
り
、
「
自
力
の
念
仏
」
は
助
業
を
伴
う
念
仏
で
あ
る
。
即

ち
、
助
業
を
伴
う
念
仏
は
往
生
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

法
然
は
諸
行
往
生
を
全
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
衆
生
が
救
わ
れ
る
べ
き
道
を
求
め
た
時
、
諸
行
往
生
は
往
生
の

業
因
と
し
て
時
機
不
相
応
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
往
生
不
可
能
と
い
わ
れ
る
「
自
力
の
念
仏
」
は
自
力
の
信
を
因
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

自
力
の
信
に
お
い
て
第
十
九
・
二
十
願
を
信
じ
念
仏
す
る
も
の
に
、
加
行
・
方
便
行
と
し
て
の
助
業
が
伴
っ
て
き
た
と
き
に
、
助
成
の

業
因
と
な
り
願
力
に
よ
っ
一
て
化
土
に
生
れ
る
事
と
な
る
。

法
然
は
自
力
の
念
仏
に
よ
る
往
生
に
つ
い
て
明
確
に
不
可
能
と
し
て
お
り
、
助
業
に
つ
い
て
化
土
往
生
と
明
か
す
。
こ
れ
は
決
し
て

助
業
に
往
生
の
業
因
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
『
無
量
寿
経
釈
」
に
、

此
経
三
輩
中
説
一
一
助
念
及
諸
行
J

後
流
通
中
、
廃
レ
之
唯
明
ニ
念
仏
寸
其
次
第
似
一
観
経
4

観
経
中
、
先
広
一
返
二
機
縁
J

説
十
三
定
善
、

（お）

一
一
一
福
九
品
之
業
一
明
二
諸
行
往
生
寸

と
明
か
さ
れ
る
よ
う
に
助
業
の
は
た
ら
き
は
、
往
生
の
業
因
と
し
て
の
加
行
で
は
な
く
、
機
縁
を
一
返
め
る
た
め
に
説
か
れ
た
方
便
と
し

て
の
加
行
、
即
ち
業
因
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
法
然
は
化
士
に
つ
い
て
そ
の
詳
細
を
明
か
す
こ
と
が
少
な
く
、
機
に
つ
い
て
明
か
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
「
他
力
の
念
仏
」
に
よ
る
往
生
の
み
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
る
の
で
あ
る
。

結
壬E為

日間

助
業
に
つ
い
て
、
そ
の
業
因
性
と
化
士
往
生
と
の
関
係
性
の
二
点
を
中
心
に
考
察
を
試
み
た
。
諸
行
、
と
り
わ
け
助
業
に
つ
い
て
は

先
学
に
よ
り
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
根
底
に
介
在
す
る
相
違
点
は
、
法
然
門
下
に
お
け
る
諸
行
に
つ
い
て
の
思
想
的
相
違
に

依
る
も
の
が
大
き
い
。
本
稿
は
法
然
門
下
に
お
い
て
も
親
鷲
の
宗
教
思
想
確
立
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
た
法
然
に
つ
い
て
考
察
を
試

法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一
考
察

。
七



法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一
老
察

0 
入

み
た
も
の
で
あ
る
。

法
然
は
諸
行
往
生
に
つ
い
て
認
め
な
が
ら
も
、
時
機
不
相
応
で
あ
る
と
し
但
念
仏
往
生
で
あ
る
と
の
如
来
の
選
択
を
明
か
さ
れ
た
。

よ
っ
て
、
助
業
に
つ
い
て
往
生
の
業
因
は
認
め
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。
さ
ら
に
加
行
と
し
て
往
生
の
業
因
と
も
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
あ
く
ま
で
方
便
行
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
往
生
の
業
因
は
純
粋
な
る
正
定
業
の
念
仏
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
方
便
と
な
っ
て
聞
か
れ
る
と
き
、
異
類
の
助
業
を
含
め
多
く
の
形
を
も
っ
て
誘
引
す
る
は
た
ら
き
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
即
ち
、
「
機
縁
を
一
退
め
る
」
は
た
ら
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

註（
1
）

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

藤
堂
恭
俊
『
法
然
上
人
研
究
一
一
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
六
年
）

安
井
康
度
「
真
宗
七
担
の
教
義
概
要
」
（
法
裁
館
、
初
版
一
九
三
五
年
、
重
版
一
九
五
二
年
）
三
二
四
頁

浅
井
成
海
「
法
然
教
義
よ
り
親
鷲
教
義
へ
の
継
承
と
展
開
」
（
浅
井
成
海
編
『
法
然
と
親
驚
ー
そ
の
教
義
の
継
承
と
展
開
」
、
、
水
田

丈
昌
堂
、
二

O
O三
年
）
三
五
頁

平
雅
行
「
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
（
塙
書
房
、
一
九
九
二
年
）

『
真
宗
聖
教
全
童
日
』
第
一
巻
、
五
三
七
i
八
頁

『
真
宗
聖
教
全
書
』
第
一
巻
、
九
三
五
頁

「
真
宗
聖
教
八
王
室
百
』
第
一
巻
、
九
九
O
頁

『
真
宗
聖
教
全
書
』
第
一
巻
、
九
三
一
回
頁

関
門
五
種
正
行
は
、
先
月
子
に
お
い
て
「
関
門
の
釈
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
即
ち
、
善
導
が
五
正
行
を
立
て
た
経
過
に
つ
い
て
明
か
す
事

を
指
す
も
の
で
あ
り
、
読
諭
・
観
察
を
観
仏
三
味
よ
り
設
け
、
礼
拝
・
称
名
を
念
仏
三
昧
よ
り
設
け
、
讃
嘆
供
養
に
つ
い
て
は
、
観

仏
念
仏
両
三
昧
に
通
ず
る
と
す
る
。

こ
こ
で
は
礼
拝
を
称
名
の
加
行
と
す
る
。
即
ち
、
『
観
経
』
に
「
合
掌
又
手
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
あ
る
よ
う
に
礼
拝
に
よ
り
称
名
が

行
じ
ら
れ
る
と
、
安
井
震
度
氏
（
「
真
宗
七
祖
の
教
義
概
要
」
）
な
ど
が
指
摘
し
て
い
る
。

『
真
宗
聖
教
八
五
童
日
』
第
一
巻
、
九
三
五
頁

（叩）
（日）



（
ロ
）

（
日
）

（
ぱ
）

（
日
）

（
凶
）

（
げ
）

（
凶
）

（
印
）

（
却
）

（
幻
）

（
包
）

（
お
）

（
出
）

（
お
）

（
却
）

（
幻
）

（
お
）

（
却
）

（
却
）

（
訂
）

（
泣
）

（
お
）

（
担
）

合
門
二
種
正
行
は
、
先
学
に
お
い
て
「
合
門
の
釈
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
即
ち
、
念
仏
三
昧
為
宗
の
己
誼
を
表
す
も
の
で
あ
り
、

の
中
称
名
を
正
定
業
と
し
前
三
後
一
を
助
業
と
す
る
。

「
真
宗
聖
教
人
込
書
」
第
一
巻
、
九
三
五
頁

『
真
宗
聖
教
全
書
』
第
一
巻
、
九
三
四
頁

『
真
宗
聖
教
全
書
」
第
一
巻
、
九
九

O
頁

『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
」
五
六
八
頁

「
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
」
五
六
八
頁

『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
」
四
五
二
頁

『
真
宗
聖
教
全
書
』
第
一
巻
、
九
三
六
頁

「
真
宗
聖
教
全
書
』
第
一
巻
、
九
コ
一
七
頁

「
真
宗
聖
教
全
書
』
第
一
巻
、
九
一
二
七
頁

「
真
宗
聖
教
全
書
』
第
一
巻
、
九
五
二
貝

『
真
宗
聖
教
会
書
』
第
一
巻
、
九
四
九
頁

『
真
宗
聖
教
会
堂
目
』
第
一
巻
、
九
五
O
頁

『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
四
六
三
頁

『
昭
和
新
修
法
然
土
人
全
集
』
六
四
一
頁

藤
堂
恭
俊
『
法
然
上
人
研
究
二
」
八
頁

井
川
定
慶
編
「
法
然
上
人
伝
全
集
』
二
三
O
頁

「
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
八
八
頁

「
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
」
九

O
頁

「
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
四
四
八
頁

『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
四
六
二
頁

『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
」
八
六
頁

『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
」
九
一
頁

五
種

法
然
に
お
け
る
助
業
に
つ
い
て
の
一
考
察

。
九


